
問
題
①

設
問
五

設
問
一

設
問
一
設
問
―
―

設
問
四

（
史
料
は
一
部
改
変
を
加
え
て
あ
る
）

問
題

II
（
選
択
問
題
）

次
の
史
料
問
題
①
S
⑥
の
中
か
ら
一
題
を
選
択
し
（
ど
れ
を
選
択
し
た
か
明
記
す
る
こ
と
）
、

し
な
さ
い
。

次
の
史
料
は
「
琉
球
ノ
独
立
セ
シ
ム
可
キ
ヲ
論
ズ
」
『
愛
国
新
誌
』
明
治
一
四
年
三
月
六
日
付
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
設
問
に

答
え
な
さ
い
。

琉
球
ノ
全
ク
日
本
ノ
属
地
二
係
ル
耶
、
日
本
卜
支
那
ト
ノ
両
国
一
一
属
セ
ジ
モ
ノ
ナ
叫
耶
本
i
ノ
事
二
至
テ
ハ
姑
ク
之
ヲ
論
ズ
ル
ヲ
閣
キ
、
且

ツ
我
日
本
政
府
ノ
巳
二
断
行
セ
シ
如
ク
、
之
ヲ
我
国
ノ
一
県
卜
為
シ
テ
何
タ
ル
子
細
モ
ナ
キ
コ
ト
ナ
ラ
バ
、
国
家
ノ
政
略
上
二
於
テ
ハ
全

ク
之
ヲ
是
ナ
リ
ト
ス
ベ
キ
ャ
、
又
ハ
否
ラ
ザ
ル
ヤ
ノ
如
何
ヲ
問
フ
コ
ト
ナ
ク
、
仮
一
一
論
脚
ヲ
立
テ
テ
甚
ダ
子
細
故
障
ノ
ア
ル
コ
ト
ト
ナ

シ
、
之
ヲ
我
国
ノ
一
県
ト
シ
テ
為
メ
ニ
外
国
卜
戦
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
ノ
義
ヲ
生
ズ
ル
ア
ラ
ン
ヤ
、
又
ハ
琉
球
全
地
ヲ
両
断
シ
テ
ニ
国
交
々

分
取
セ
ン
ト
ス
ル
ガ
如
キ
ノ
事
ア
リ
ト
ス
レ
バ
、
寧
口
之
ヲ
シ
テ
独
立
セ
シ
ム
ル
ノ
優
レ
ル
ニ
若
カ
ザ
ル
ヲ
知
ル
ナ
リ
。
蓋
シ
琉
球
ヲ
両

断
ジ
テ
ニ
国
交
々
之
ヲ
分
瞑
ズ
叫
卜
云
フ
ガ
如
キ
ハ
、
実
二
残
忍
酷
虐
ノ
太
甚
突
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
野
蛮
不
文
ノ
極
二
達
ス
ル
ト
云
フ
ベ

シ
。
何
ト
ナ
レ
バ
則
琉
球
モ
亦
曾
テ
一
個
ノ
独
立
ヲ
為
シ
琉
球
卜
云
ヘ
ル
一
個
ノ
団
結
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
之
ヲ
両
断
ス
ル
コ
ト

ハ
猶
ホ
人
ノ
一
身
ヲ
両
断
シ
テ
之
ヲ
殺
ス
ニ
同
ク
、
人
ノ
一
家
ヲ
両
分
シ
テ
其
愛
ヲ
割
カ
シ
ム
ル
ニ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
。
今
日

ノ
世
界
二
於
テ
登
二
敢
テ
行
フ
ベ
キ
道
ナ
ラ
ン
ヤ
。
決
シ
テ
取
ル
ベ
キ
モ
ノ
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

『
愛
国
新
誌
』
を
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

「
日
本
卜
支
那
ト
ノ
両
国
二
属
セ
シ
モ
ノ
ナ
ル
耶
否
」
を
、
一
九
世
紀
後
半
の
状
況
を
中
心
に
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

「
琉
球
ヲ
両
断
シ
テ
ニ
国
交
々
之
ヲ
分
取
ス
ル
」
に
つ
い
て
箇
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

玩
球
ノ
独
立
セ
シ
ム
可
キ
ヲ
論
ズ
」
に
関
連
す
る
、
い
わ
ゆ
る
琉
球
処
分
に
つ
い
て
、
松
田
道
之
の
役
割
を
明
確
に
し
な
が

ら
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
よ
っ
て
沖
縄
の
位
置
づ
け
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
簡
潔
に
税
明
し
な
さ
い
。

⑥

秦

氏

⑦

G
I
S
 

①
黒
曜
石

②
防
人

⑧
御
霊
信
仰

③
侍
所

問
題

I

次
の
用
語
か
ら
ふ
た
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
な
さ
い
。

二

0
二

六

年

度

入

学

試

験

問

題

修

士

課

程

(

9

月）

⑨
獅
子
舞

④
坂
田
藤
十
郎

（
注
意
事
項
）

①
問
題
は
三
種
類
（
日
本
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
）
あ
り
ま
す
。
一
種
類
を

選
択
し
、
選
択
し
た
問
題
の
種
類
を
解
答
用
紙
に
必
ず
示
し
な
さ
い
。

②
解
答
は
、
縦
書
き
。

③
解
答
用
紙
に
、
志
望
専
攻
・
受
験
番
号
・
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

④
解
答
用
紙
に
は
、
設
問
番
号
を
記
入
し
、
解
答
す
る
こ
と
。

⑤
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

⑤
参
預
会
議

⑩
門
付
芸

文

学

研

究

科

歴

史

学

専

攻

[

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

そ
れ
ぞ
れ
の
設
問
に
沿
っ
て
解
答

専
門
・
日
本
史
学
系



設
間
一
右
の
史
料
を
翻
刻
し
な
さ
い
。

設
問
二
右
の
史
料
の
大
意
を
述
べ
な
さ
い
。

設
問
三
右
の
史
料
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
近
世
京
都
に
お
け
る
町
共
同
体
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

か
呼
ぶ
可
和
も
り

町
4ー七

ら
出
、
ん

吋
ぶ

t
ゎ
覧
ピ
）
I
t
`
J
ぇ
令
元
｀

問
題
②
次
の
史
料
は
近
世
京
都
の
町
方
文
書
で
あ
る
。
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

ヽ
『
も
す
ー

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

；
町
刃
ゑ
引
笙
冴
＋
冬
i
名
条
分
が
A
か
’
に

裕
依
ャ
ふ
代
烹
？
、
収
多
緊
・
t
恙
閲
令
ぷ
苓
n

伶
片
A
閲み
9ふ
喝
企
湊
店
久
よ
勺
栓
‘
九
0

賊
ぶ
S
ガ
ろ
杖
ぶ
h
t
も
哨
・
i
ぶ
千
＇
ど
，
え

位
ふ
孔
冴
↓
遠
広
が
勺
ぅ
杓
”
み
一
ら
、
社
を
・
ー
）
＂
h

i
よ
ギ
i
f
§
心
翡
t
1
0斗
，
ァ
ふ
ル
ー

サ
町
通
り
沈
t
町

4
a

g
 
9レ
円
仕
・
ヘ
．
i
．
I

‘b.

、



問
題
③

設
問
五

設
問
一
設問――

設
問
四

設
問 款

者
、
」

次
の
史
料
を
読
み
、
あ
と
の
設
間
に
答
え
な
さ
い
。

『
玉
葉
』
治
承
元
年
（
安
元
三
年
・
一
―
七
七
）

惣
非
言
語
之
所
及
、
非
筆
端
之
可
尽
、

四
月
十
四
日
条

0

|

 

十
四
日
、
惣
天
晴
、
寅
刻
人
告
云
、
山
僧
又
以
下
向
、
依
恐
其
事
、
忽
行
幸
法
住
寺
殿
云
々
、
余

◎
 

敢
不
信
受
之
間
、
大
夫
史
隆
職
告
送
同
状
縦
夷
狭
雖
致
謀
叛
、
天
子
盤
棄
皇
居
乎
、
可
弾
指
之

世
也
、
其
臨
幸
之
鉢
、
又
以
非
直
世
事
款
、
供
奉
之
輩
、
或
直
衣
或
衣
冠
、
主
上
駕
腰
輿
、
関
白

兼
不
被
聞
之
、
依
卒
が
之
告
遅
参
、
御
僑
子
。
時
簡
・
殿
上
雑
具
等
、
積
雑
役
車
渡
之
、
鑑
鈴
等
人

＠
 

夫
負
之
凡
禁
中
周
章
7

上
下
男
女
奔
波
、
偏
如
内
裏
炎
上
之
時
云
々
、
中
宮
行
啓
、
大
進
基
親

之
外
、
更
無
他
人
云
々
、
仏
法
王
法
減
尽
期
至
款
、
五
濁
之
世
、
天
魔
得
其
力
、
是
世
之
理
運
也
、

夢
款
非
夢
款
、
言
而
有
餘
、

歎
而
無
益
、

不
能
左
右
々

何
、
人
々
申
云
、
可
被
仰
座
主
及
僧
綱
等
、
不
然
者
可
被
奉
渡
祇
薗
、
初
被
奉
移
蔽
薗
了
、

＠
 

大
衆
已
致
謀
叛
、
其
罪
科
之
法
如
何
、
人
々
申
云
、
忽
雖
計
申
、
退
可
有
沙
汰
者
、
今
日
又
被
問

人
々
云
、
衆
徒
猶
欲
下
向
云
々
、
任
法
可
被
禦
、
而
若
猶
敗
軍
陣
、
乱
入
洛
中
致
濫
悪
者
、
何
様

可
被
行
哉
、
入
々
一
同
申
云
、
其
条
非
力
之
所
及
、
只
在
叡
念
云
々
、
此
問
状
太
見
苦
款
、
官
兵

等
須
分
手
、
可
被
防
衆
徒
参
洛
之
道
也
、
而
敢
無
其
沙
汰
、
只
御
在
所
之
近
辺
雲
集
星
烈
云
々
、

大
都
以
京
洛
可
為
戦
場
款
、
是
又
未
曾
有
事
也
、
又
内
侍
所
、
今
夜
可
奉
渡
法
住
寺
殿
云
々
、
此

事
先
例
全
不
見
事
也
、
内
侍
所
不
出
給
洛
外
、
不
尋
先
例
被
行
款
、
不
便
々
々
、
或
人
語
云
、
大

衆
送
書
状
於
相
国
入
道
云
、
為
致
訟
訴
、
猶
可
参
公
門
、
早
可
被
致
用
心
也
云
々
、
忽
見
此
状
、

深
以
恐
憬
、
因
之
行
幸
之
儀
出
来
云
々
、
今
夜
大
衆
一
定
可
参
洛
之
由
風
聞
、
余
云
、
忽
不
下
向

々
、
」
経
家
朝
臣
来
語
云
｀
昨
日
於
内
裏
、
被
問
人
々
事
両
条
、

~ 

’‘ 

一
＾
神
輿
棄
置
路
次
、
為
之
如

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

史
料
の
傍
線
部
①
と
同
様
の
意
味
を
あ
ら
わ
す
言
葉
を
史
料
中
か
ら
二
つ
抜
き
出
し
な
さ
い
。

史
料
の
傍
線
部
②
を
読
み
下
し
文
に
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
旧
字
・
異
体
字
の
類
は
、
新
字
に
改
め
る
こ
と
。

史
料
の
傍
線
部
②
に
つ
い
て
、
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

史
料
の
傍
線
部
③
の
「
凡
禁
中
周
章
」
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
・
様
子
を
表
し
て
い
る
の
か
。
史
料
の
記
述
に
基
づ
い
て
、

具
体
的
に
説
明
し
な
さ
い
。

史
料
の
傍
線
部
④
を
読
み
下
し
文
に
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
旧
字
・
異
体
字
の
類
は
、
新
字
に
改
め
る
こ
と
。



[

n

]

 

[

I

]

 

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

た
も
の

問
題
④

か
を
明
記
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
画
か
ら
読
み
取
る

と
が
で
き
る
内
容
を
三

0
0字
程
度
で
説
明
し
な
さ
い
。

こ
の
二
点
の
絵
画
資
料
は

本
学
、
~
カ
所
蔵
す
る
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
の

一
コ
マ
で
あ
る
。
二
点
そ
れ
ぞ
れ
京
都
の
ど
の
場
所
を
描
Vヽ



※
図
面
の
不
鮮
明
な
も
の
は
除
外
し
て
考
え
る
こ
と
。
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作
成
し
て
い
く
に
は
、
ど
の
よ
う

方
形
周
溝
墓
の
分
類
図
で
あ
る
。
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
の
時
期
に
比
定
で
き

考
古
学
に
お
け
る
分
類
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
ま
た
、
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言
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な
検
討
が
必
要
に
な
る
か
、
注
意
点
も
含
め
て
説
明
し
な
さ
い
。

示
し
た
う
え
で

J
の
分
類
を
も
と
に
、
方
形
周
溝
墓
の
編
年
表

る
も
の
を
集
成
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
分
類
図
を
観
察
し

a
類
と
b
類
と
の
違
い

a
類
．

b
類
の
な
か
で
の
細
分
化
の
根
拠
を

問
題
⑤

次
の
図
面
は
、
あ
る
地
域
に
お
け
る
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次
頁
に
つ
づ
く
）



B
 
A 

広
隆
寺

中
宮
寺

木
造
弥
勒
菩
薩
半

木
造
菩
薩
半
珈
像
珈

像

像

像
高

高
八
四
・
ニ
Cm

八
七
・
九
Cm

の
際
に
は
、
各
像
に
つ
い
て
、
そ

B
と
記
し
な
さ
い

問
題
⑥

左
お
よ
び
次
頁
以
降
の
画
像
を
よ
れ
ぞ
れ
A
、

く
み
て
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

な
お
、

□] 口
（
次
頁
に
つ
づ
く
）

画
像
の
作
品
の
基
本
情
報
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
解
答



設
問
四

A
と
B
を
比
較
し
て
、
造
形
上
、
相
違
す
る
点
に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。

設
問
三

A
と
B
を
比
較
し
て
、
造
形
上
、
類
似
す
る
点
に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。

設
問
二
中
宮
寺

設
問
一
広
陥
寺

口 口

木
造
弥
勒
菩
薩
半
珈
像
（
以
下
A
と
す
る
）
の
造
形
上
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。

記
述
の
際
、
造
形
上
の
特
色
の
三
点
以
上
に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
。

木
造
菩
薩
半
珈
像
（
以
下
B
と
す
る
）
の
造
形
上
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。

記
述
の
際
、
造
形
上
の
特
色
の
三
点
以
上
に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
。

（
次
頁
に
つ
づ
く
）



日

□] 

（払嵐辻0でv)



□] 

口



2026年度入学試験問題修士課程 (9月）

文学研究科歴史学専攻 ［専門：東洋史学系 ］ 

（注意事項）
①問題は3種類（日本史・東洋史・西洋史）あります。
1種類を選択し、選択した問題の種類を解答用紙に必ず示しなさい。
②解答は、横書き。
③解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。
④解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。
⑤試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

I.次の [A][B] [CJ 3題より 1題を選択して解答しなさい。

[A] 次の文章は司馬光『資治通鑑』の一節である。現代日本語に翻訳しなさい。

荀悦論曰、世有三遊、徳之賊也。一曰遊侠，二曰遊説、竺日遊行。立氣勢、作威福、結私交以立強於世者、

謂之遊侠。飾辮欝設詐謀、馳逐於天下以要時勢者、謂之遊説。色取仁以合時好、連黛類、立虚養以為櫂利

者、謂之遊行。此三者、楓之所由生也。傷道害徳、敗法惑世、先王之所慎也。國有四民、各修其業。不由四

民之業者、謂之姦民。奸姦不生、王道乃成。

[Bl次の文章は葛兆光『宅萩中国一一重建有美「中国」的厨史袷述』の一節である。現代日本語に翻訳しなさい。

也許，‘‘中国’'本来井不是一介祠題。

在我1「]的井架上，据浦了各神各祥冠以“中国’'之名的著作，仮仮以厨史詑著来悦，就有神神中国通史、中

国政治史、中国経済史、中国社会史、中国文化史等，在我{f]的渫堂里，也有着各式各祥以中国力単位的渫程，

像中国社会、中国経済、中国政治、中国文化，等等。通常，送介‘‘中国'’八来都不是祠題，大家司以力常地

在各神袷述里面，使用着“中国'’送ー名洞，井把官作力文明的基拙単位和房史的袷述前提。

可是如今有人党然原疑悦，真的有迭祥一介具有同一的‘‘中国’'喝？

[CJ次の文章を現代日本語に翻訳しなさい。

引用部分は削除しています。

出典：卦牡令． 01令咀．召スl咽咀『Allオl入｝今叫翌奇そ牲哨人｝』 （咽せ苦卦入｝， 2024¥'!) 339~340頁

（次頁につづく）



II.次の [A][BJ [CJ 3題より 1題を選択して解答しなさい。

[A]仏教と道教との関係を意識して、北魏の宗教政策について論じなさい。

[B]二度の国共合作の内容について論じなさい。

[C]朝鮮史における教育の問題について、特定時期の具体例を挙げて論じなさい。

m．次の項目より 2題を選択して歴史的な説明を加えなさい。

(a)甲骨文字

(b)李斯

(c)則天武后

(d)黄宗義

(e)天朝田畝制度

(f)反右派闘争

(g)金春秋

(h)丁卯・丙子胡乱

(i)大韓民国臨時政府

ャヽ

虔



2026年度入学試験問題修士課程 (9月）

文学研究科歴史学専攻 ［専門：西洋史学系］

（注意事項）
①問題は3種類（日本史・東洋史・西洋史）あります。
1種類を選択し、選択した問題の種類を解答用紙に必ず示しなさい。
②解答は、横書き。
③解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。
④解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。
⑤試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

I.次の文章は、学術誌のHistoricalResearch {vol. 97, issue 275)に掲載されたEamonnO'Keeffe氏の

'Military music and society during the French wars, 1793~1815' と題する論文の要旨である。論文タイ
トルを日本語になおし、論文要旨の概要を日本語で記しなさい。

引用部分は削除しています。

（出典） EamonnO'Keeffe,'Military music and society during the French wars, 1793-1815', 

Historical Research, vol. 97, issue 275 (2024, pp. 108-128), p. 108. 

II.ヨーロッパ史やアメリカ史における、国民国家の歴史的意義について論じなさい。なお、その際、あな

たが関心のある時代と地域を取り上げ、具体例をあげながら、国民国家の歴史的意義について説明する

こと。

皿次の各群から 1項目を選び、説明しなさい。

A群 （1）黒死病（ペスト） （2)社会契約説

(3)バルフォア宣言 （4)ヘロドトス

B群 （1)アウグスティヌス

(3)チャーチスト運動

(2)レパントの海戦

(4)「鉄のカーテン」



2026年度入学試験問題修士課程 (9月）
文学研究科歴史学専攻 ［外国語（英語） ］ 

（注意事項）
①解答は、横書き。
②解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。
③解答用紙の外国語欄の解答する語種を0で囲むこと。
④解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。
⑤試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

I.次の英文は、 2025年 5月16日付の TheJapan宜mesa]pha紙に掲載された記事である。この文章を読ん

で、以下の設問に答えなさい。

,y 

引用部分は削除しています。

【設問】

(1)下線部①を日本語になおしなさい。

(2)前後の文章をよく読み、thesecontestsの内容が具体的にわかるように、下線部②を日本語になおしなさい。

(3)文中でテイム・トンプソン氏は、埋葬されていた男性の骨盤に残る咬傷は致命傷ではなかったと考えている。

その理由を、本文にそくして日本語で説明しなさい。

(4)下線部③を日本語になおしなさい。

（次頁へつづく）



II.次の英文は、 2025年5月30日付の TheJapan Times alpha紙に掲載された記事である。この文章を読ん

で、以下の設問に答えなさい。

ヽ•ヤ

引用部分は削除しています。

【設問】

(5)文中で、ニュージーランドの非公式な国民的果物である「フェイジョア」の原産地はどこだと説明されてい

るか。本文にそくして答えなさい。

(6)下線部④を日本語になおしなさい。

(7)果物輸出国のニュージーランドがフェイジョアを世界的なプランドにすることができなかった理由は何か。

本文にそくして日本語で説明しなさい。

(8)文中で、フェイジョアを店舗で購入するという考えに対し、著作家のケイト・エヴァンズ氏が「鼻で笑って

しまう」と述べた理由は何か。本文にそくして日本語で説明しなさい。

(9)下線部⑤はウォード＝ピッカリング氏の行動について述べた文である。下線部⑤を日本語になおしなさい。

也



設
問
二

設
問
三

設
問
四

設
問
五

設
問

問
題
①

⑥
平
将
門

問
題
I

次
の
用
語
か
ら
ふ
た
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
な
さ
い
。

二
0
二
六
年
度

入
学
試
験
問
題

①
鳥
羽
天
皇

問
題
Il
（
選
択
問
題
）

修
士
課
程
(

2

月

）

②
弥
生
時
代

⑦
日
露
戦
争

次
の
史
料
問
題
①
ー
⑥
の
中
か
ら
一
題
を
選
択
し
（
ど
れ
を
選
択
し
た
か
明
記
す
る
こ
と
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
問
に
沿
っ
て
解
答
し

な
さ
い
。

次
の
史
料
は
『
外
交
政
略
論
』
と
題
さ
れ
た
論
説
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

利
益
副
ヲ
防
護
シ
、
以
テ
独
立
ヲ
完
全
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ノ
実
際
二
施
行
ス
ベ
キ
計
画
ハ
如
何
。

外
交
ノ
事
ハ
実
カ
ノ
如
何
二
存
シ
、
空
言
以
テ
遠
略
ヲ
務
ム
ベ
カ
ラ
ズ
。
独
自
動
ノ
作
用
二
依
ル
ベ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
又
他
動
ノ
変
化

二
従
テ
臨
機
之
二
応
ゼ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
然
ル
ニ
大
勢
ヲ
観
、
大
局
ヲ
察
シ
、
其
ノ
必
須
ニ
シ
テ
避
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
利
害
ア
ル
ニ
至
テ

ハ
、
予
メ
目
的
ヲ
定
メ
テ
以
テ
将
来
進
行
ノ
標
拠
ト
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
我
ガ
国
ノ
利
害
尤
緊
切
ナ
ル
者
、
朝
鮮
国
ノ
中
立
是
ナ
リ
。
~

治
八
年
ノ
条
約
ハ
各
国
二
先
チ
、
其
ノ
独
立
ヲ
認
メ
タ
リ
。
爾
来
時
二
弛
張
ア
リ
ト
雖
、
亦
其
ノ
線
路
ヲ
追
ハ
ザ
ル
ハ
ナ
ク
、
以
テ
十
八

年
二
天
津
条
約
ヲ
成
ス
ニ
至
レ
リ
。
然
ル
ニ
朝
鮮
ノ
独
立
ハ
西
伯
利
鉄
道
成
ル
ヲ
告
ル
ノ
日
卜
倶
二
、
薄
氷
ノ
運
二
迫
ラ
ン
ト
ス
。
朝
鮮

ニ
シ
テ
其
ノ
独
立
ヲ
有
ツ
コ
ト
能
ハ
ズ
、
折
ケ
テ
安
南
緬
旬
ノ
続
ト
ナ
ラ
バ
東
洋
ノ
上
流
ハ
既
二
他
人
ノ
占
ム
ル
所
ト
ナ
リ
、
而
シ
テ
直

接
二
其
ノ
危
険
ヲ
受
ク
ル
者
ハ
日
清
両
国
ト
シ
、
我
ガ
対
~
諸
島
ノ
主
権
線
ハ
頭
上
二
刃
ヲ
掛
ク
ル
ノ
勢
ヲ
被
ラ
ン
ト
ス
。
清
国
ノ
近
情

ヲ
察
ス
ル
ニ
、
蓋
全
カ
ヲ
用
ヰ
テ
他
人
ノ
占
有
ヲ
抗
拒
ス
ル
ノ
決
意
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
。

（
史
料
は
一
部
改
変
を
加
え
て
あ
る
）

「
利
益
線
」
は
「
主
権
線
」
と
い
う
概
念
と
の
関
係
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
内
容
と
そ
の
関
係
を
簡
潔
に
説

明
し
な
さ
い
。

「
明
治
八
年
ノ
条
約
」
の
内
容
と
そ
の
歴
史
的
意
義
を
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

「
天
津
条
約
」
の
内
容
と
そ
の
歴
史
的
意
義
を
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

「
西
伯
利
鉄
道
」
が
環
日
本
海
地
域
に
与
え
た
影
響
を
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

い
わ
ゆ
る
「
対
馬
」
占
拠
事
件
に
つ
い
て
北
京
条
約
と
の
関
係
に
留
意
し
な
が
ら
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

⑧
神
田
祭

③
摂
政

⑨
学
制

④
堺
奉
行

文
学
研
究
科

｛

す

⑩
世
阿
弥

（
次
頁
に
つ
づ
く

（
注
意
事
項
）

①
問
題
は
三
種
類
（
日
本
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
）
あ
り
ま
す
。
一
種
類
を
―

選
択
し
、
選
択
し
た
問
題
の
種
類
を
解
答
用
紙
に
必
ず
示
し
な
さ
い
。

②
解
答
は
、
縦
書
き
。

③
解
答
用
紙
に
、
志
望
専
攻
・
受
験
番
号
・
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

④
解
答
用
紙
に
は
、
設
問
番
号
を
記
入
し
、
解
答
す
る
こ
と
。

⑤
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

⑤
戊
辰
戦
争

歴
史
学
専
攻
[

専
門
・
日
本
史
学
系



設
問
一

設
問
二

設
問
三

右
の
史
料
を
翻
刻
し
な
さ
い
。

右
の
史
料
の
大
意
を
述
べ
な
さ
い
。

右
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
時
代
の
都
市
社
会
や
奉
公
人
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

問
題
②
次
の
史
料
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
次
頁
に
つ
づ
く
）



設
問
五

設
問
一

設
問
一
設問――

設
問
四

筑
前
國
宗
像
社
司
等（

宗

像

[

)

可
且
任
代
代
塵
下
文
、
且
依
親
父
氏
業
申
請
、
令
宗
像
長
氏
子
子
孫

孫
、
相
偉
領
掌
嘗
祉
大
宮
司
鐵
事
、

右
、
去
年
十
二
月
書
百
彼
氏
業
解
欣
個
、
嘗
註
大
宮
司
者
、
重
代
相

俺
領
執
行
社
務
艤
也
、
子
細
具
子
院
麗
御
下
文
、
井
照
軍
家
代
代
御
下

知
朕
等
、
所
謂
、
曾
祖
父
氏
信
久
安
二
年
賜
鳥
弱
院
塵
御
下
文
、
祖
父

・
（
藤
原
得
乏

氏
賓
永
暦
元
年
賜
美
輻
門
院
麗
御
下
文
、
次
第
相
承
、
無
依
違
之
虞
｀

①

ー

日

目

乱

1

平
家
入
道
太
政
大
臣
家
時
、
越
中
前
司
盛
俊
、
以
櫂
威
押
領
嘗
祉
之
後
、

漂
平
合
戦
出
来
之
間
、
氏
寅
為
源
家
御
方
、
抽
忠
勤
畢
、
因
妓
、
鎌
倉

右
大
照
家
御
判
状
侮
、
宗
像
社
事
、
故
盛
俊
知
行
也
、
可
令
没
官
之
条
、

勿
論
、
雖
須
令
下
地
頭
、
止
其
儀
畢
、
氏
賓
重
代
人
候
、
如
本
可
令
安

冒
B加
之
、
停
止
守
護
所
使
入
部
、
而
給
椴
断
織
、
於
嘗
社
領
者
、

云
地
頭
、
云
検
断
、
被
付
大
宮
司
之
条
、
閥
東
御
下
知
明
白
也
、
且
一

事
以
上
可
執
行
社
務
之
由
、
醤
叫
駆
御
下
遥
釘
釦
也
、
氏
寅
譲
子
息

氏
國
、
氏
國
給
同
塵
御
下
文
井
鎌
倉
右
大
臣
家
及
一
四
蒻
配
下
知
朕
、

令
領
知
之
慮
、
三
浦
若
狭
前
司
泰
村
補
任
預
所
艤
、
濫
妨
祉
家
領
沼
痢
．

11至
、
只
在
斯
事
、
氏
業
為
氏
國
甥
之
上
、
郎
成
猶
子
之
間
、
捧
相

停
證
文
等
、
訴
申
事
由
之
日
、
氏
業
与
泰
村
雖
逐
甜
決
、
不
逹
愁
訴
之

虞
泰
村
依
謀
叛
事
、
被
追
討
之
刻
、
氏
業
向
載
湯
畢
、
例
言
上
子
細

（
酉
腿
寺
宜
氏
）

之
時
、
任
證
文
之
道
理
、
給
闘
東
御
数
書
、
預
富
小
路
太
政
大
臣
家
御

裁
許
之
間
、
申
宛
親
父
氏
罷
、
氏
経
死
去
之
後
、
所
譲
与
子
息
長
氏
也
、

(• 
然
則
以
長
氏
為
件
織
、
、
任
薔
例
、
一
事
以
上
執
行
註
務
、
子
孫
相
偲
無

相
違
、
可
令
領
掌
之
旨
、
下
賜
塵
御
下
文
、
照
備
後
代
之
編
鏡
癸
者
、

件
艤
且
任
代
代
塵
下
文
、
且
依
氏
業
申
請
、
長
氏
可
令
子
子
孫
孫
相
偉

領
掌
之
朕
、
所
仰
如
件
、
祉
司
等
宜
承
知
、
不
可
違
失
、
故
下
、

主
典
代
修
理
櫂
亮
安
部
朝
臣
（
花
押
）

判
官
代
備
前
守
藤
原
朝
臣
（
花
押
）

（
以
下
略
）

史
料
の
傍
線
部
①
に
つ
い
て
、
傍
注
を
手
掛
か
り
に
、
大
意
を
述
べ
な
さ
い
。

史
料
の
傍
線
部
②
を
読
み
下
し
文
に
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
旧
字
・
異
体
字
の
類
は
、
新
字
に
改
め
る
こ
と
。

史
料
の
傍
線
部
③
「
柄
焉
」
、
④
「
非
拠
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
と
意
味
を
記
し
な
さ
い
。

史
料
の
傍
線
部
⑤
に
み
え
る
「
件
職
」
と
「
一
事
以
上
」
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

・
「
件
職
」
と
は
何
を
指
す
の
か
、
史
料
中
の
言
葉
で
示
し
な
さ
い
。

・
ニ
事
以
上
」
の
読
み
と
意
味
を
答
え
な
さ
い
。

史
料
の
傍
線
部
⑤
を
読
み
下
し
文
に
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、

建
長
八
年
正
月

．．
 

（
瞳
親
）

別
嘗
大
納
言
藤
原
朝
臣
（
花
押
）

大
宮
院
麗
下

日

（
「
大
宮
院
（
藤
原
姑
子
）
庁
下
文
」
『
宗
像
大
社
文
書
』
）

問
題
③
次
の
史
料
を
読
み
、
あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

rr 

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

旧
字
・
異
体
字
の
類
は
、
新
字
に
改
め
る
こ
と
。



問
題
④

〔

II〕
〔

I
〕

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

こ
の
二
点
の
絵
画
資
料
は
、
「
花
洛
細
見
図
」
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
点
そ
れ
ぞ
れ
京
都
の
ど
の
よ
う
な
行
事
を
描
い

た
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
明
記
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
画
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
を
三

0
0字
程
度
で
説

明
し
な
さ
い
。



＼ 引

※
ウ
イ
グ
ル
マ
ッ
チ
ン
グ
法
と
は
、
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
法
の
年
代
と
暦
年
代
の
対
比
関
係
（
国
際
較
正
曲
線
）
が
直
線
で
は
な

く
、
う
ね
り
（
ウ
イ
グ
ル
）
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
試
料
木
材
年
輪
な
ど
の
炭
素
年
代
を
較
正
曲
線
に
あ
て
は
め
、
単

独
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
法
に
よ
る
数
値
よ
り
も
飛
躍
的
な
精
度
を
高
め
る
方
法
で
あ
る
。

＼

主

＼

｀□

口I8
1

-

]

□
lIi
I
I
I
'

ー

ロ

9-

ll 

．
 

•(l 

問
題
⑤

ol 
¥〉‘¥

al 
A
 

エ――-、、一、
u 

B
-

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

\• 
•一と
'・迂ん土層

/!Ill!色土會 FI只：況'lllC“石を
多く含む，

2.,a掲色4ら FI》 •C9t6 を含む峯

3..'I.¥氾色：I:.l'P•CtHiを少Jil

rむ．
..黒色土． c軽石や焼土・ローム
位を少は含む．

B‘ 5．，州色土． FP.C9Riとt・む今
6. FAの片沿．tnl11占

7. :'!I色土． c,i打を多く・rc*
ふ黒色土． 4層に頂似する．

..双褐色七多•捻のC 饉石を含し．

10. 9n褐色I：・ローム・111.±nill人．
11.'" 貧色：t..ロー 4• プロックill人．

12,'•褐色土Jコームブロ r9 ク混入

13,暗褐色土．ローム位を含む．

u.買褐色土．界く締よった士＊
C C' ． ．  

12.・ 11/.,IL.. ____ _______ ___ ___ _.J -~ 1 __..... •'!,,-·• 
--l -―▼ ---- r ア95▼―—，ご←-ー

デこ9--ー-----•,-.. 

r--

l 

ur 

.. L :91.50• 

0 1 :80 2 RI 
9 ,.  

次
の
図
面
は
、
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
竪
穴
住
居
跡
と
遺
構
内
か
ら
出
土
し
た
遺
物
で
あ
る
。
遺
構
内
の
堆
積
士
の
な
か
に
は
、
噴
火

に
よ
っ
て
堆
積
し
た
火
山
灰
層

(
6層
）
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
6

層
の
下
位
よ
り
出
土
し
た
遺
物
は
、
須
恵
器
1

点

(
1
)
•土

師
器
8
点

(
2
.
3
.
5
.
6
.
9
.
1
1
S
l
)

で
あ
る
。
火
山
灰
の
降
下
年
代
は
、
噴
火
に
よ
っ
て
埋
没
し
た
木
材
の
ウ
イ
グ
ル

マ
ッ
チ
ン
グ
法
に
よ
る
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
法

(
C
1
4
法
）
の
結
果
か
ら
西
暦
四
九
七
年
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

図
面
を
観
察
し
た
う
え
で
、
図
面
か
ら
読
み
取
れ
る
内
容
を
記
述
し
、
理
化
学
的
な
年
代
測
定
の
利
点
と
問
題
点
に
つ
い
て
説
明
し

な
さ
い
。
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（送嵐足 0'0v)



問
題
⑥

B
 
A 

法
隆
寺
金
堂
銅
造
釈
迦
如
来
像
像
高
八
七
•
五

C
m

薬
師
寺
金
堂
銅
造
薬
師
如
来
像
像
高
二
五
四
・
七
Cm

口 口

（
次
頁
に

左
お
よ
び
次
頁
以
降
の
画
像
を
よ
く
み
て
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
画
像
の
作
品
の
基
本
情
報
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

つ
づ
く
）



設
問
三

設
問
四

設
問
設
問

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

□] 口

法
隆
寺
銅
造
釈
迦
如
来
像
（
以
下
A
と
す
る
）
の
造
形
上
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。
記
述
の
際
、
造
形
上
の
特

色
の
三
点
以
上
に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
。

薬
師
寺
銅
造
薬
師
如
来
像
（
以
下
B
と
す
る
）
の
造
形
上
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。
記
述
の
際
、
造
形
上
の
特

色
の
三
点
以
上
に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
。

A
と
B
を
比
較
し
て
、
造
形
上
、
類
似
す
る
点
に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。

A
と
B
を
比
較
し
て
、
造
形
上
、
相
違
す
る
点
に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。
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（紀賦足や0v)
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2026年度入学試験問題修士課程 (2月）

文学研究科歴史学専攻 ［専門：東洋史学系 ］ 

（注意事項）
①問題は3種類（日本史・東洋史・西洋史）あります。
1種類を選択し、選択した問題の種類を解答用紙に必ず示しなさい。

②解答は、横書き。
③解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。
④解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。
⑤試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

I.次の [A][BJ [CJ 3題より 1題を選択して解答しなさい。

[A] 次の文章は司馬光『資治通鑑』の一節である。現代日本語に翻訳しなさい。
§ヤ

皇太子柔仁好儒、見上所用多文法吏、以刑縄下、嘗侍燕従容言、「陛下持刑太深、宜用儒生」。帝作色日、「漢

家自有制度、本以覇王道維之。奈何純任徳教、用周政乎。且俗儒不達時宜、好是古非今、使人眩於名寅、不知

所守、何足委任」。乃歎日、「胤我家者、太子也」。

[B] 次の文章は葛兆光『宅萩中国一一重建有美「中国」的防史袷述』の一節である。現代日本語に翻訳しなさい。

当然，我1i]庖当承汰，元袷是‘‘地方’'或者‘‘区域’'的袷述、“亜洲’'或者‘‘糸並’'的袷述，‘‘台湾中心’'或者

“大汗之国’'的袷述，述是所渭‘‘笈銭拐史’'的袷述，都給我伯研究中国防史提供了‘‘多点透視’'的新裸角，使

我イl‘]意涙到，有芙‘‘中国'’的折史的笈糸性和叙述的班安性，侑佛‘‘横看成蛉側成峰，返近高低各不同’'一祥，

辻我伯迭些大袖中国的尻史学家意汲到‘‘不涙戸山真面目，只縁身在此山中’'的局限，因此，接受迭些挑故和超

越送些理恰，重建美子‘‘中国’'的房史恰述，就是可以心平勺和地甘袷的理沿活題．

[CJ次の文章を現代日本語に翻訳しなさい。

引用部分は削除しています。

出典：入1咽司『そ叫せ丑叫せ咽叫せ哺丑』 ()..l-司咽毛0l-ヲt哺口l,2025 1.1) 14頁

（次頁につづく）



II. 次の [A][BJ [CJ 3題より 1題を選択して解答しなさい。

[A]創始から廃止に至る科挙の制度的変遷について論じなさい。

[B]文化大革命の経緯について論じなさい。

[C]朝鮮史における土地所有と収取体制について、特定時期の具体例を挙げて論じなさい。

皿次の項目より 2題を選択して歴史的な説明を加えなさい。

(a)金文

(b)董仲舒

(c)北魏の孝文帝

(d)梁啓超

(e)井田制

(f)清仏戦争

(g)檀君

(h)訓民正音

(i)反民族行為特別調査委員会

9ャ



2026年度入学試験問題修士課程 (2月）

文学研究科歴史学専攻 ［専門：西洋史学系］

ほ意事項）
①問題は3種類（日本史・東洋史・西洋史）あります。
1種類を選択し、選択した問題の種類を解答用紙に必ず示しなさい。
②解答は、横書き。
③解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。
④解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。
⑤試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

＂ I.次の文章は、 2018年に学術誌 TheAmerican HistoガcaJReview(vol.123, no. 2)に掲載された

Kaya $ahin氏の 'Stagingan Empire: An Ottoman Circumcision Ceremony as Cultural 
Performance'と題した論文の要旨である。論文タイトルを日本語になおし、論文要旨の概要を日本

語で記しなさい。

引用部分は削除しています。

．． 
（出典） Kaya$ahin,'Staging an Empire: An Ottoman Circumcision Ceremony as Cultural 

Performance', The American Historical Review, vol. 123, no. 2 (2018, pp. 463-492). 

Il. ヨーロッパ史やアメリカ史において、宮廷文化が重要な社会的機能を担うこともあった。そこで、あ

なたが関心のある時代と地域を取り上げ、当該社会での宮廷文化について具体例をあげて説明すると

ともに、その歴史的意義について論じなさい。

皿次の各群から1項目を選び、説明しなさい。

繹 （1）アフリカ分割 (2)エリザベス 1世

(3)『ローマ法大全』 (4) トラヤヌス帝

B群 （1)ロマノフ朝 (2)ピサロ

(3)アリストテレス (4)『法の精神』



2026年度入学試験問題修士課程 (2月）

文学研究科歴史学専攻 ［外国語（英語） ］ 

（注意事項）
①解答は、横書き。
②解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。
③解答用紙の外国語欄の解答する語種を0で囲むこと。
④解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。
⑤試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

I.次の英文は、 2025年5月2日付の TheJapan乃'mesalpha紙に掲載された記事である。この文章を読んで、

以下の設問に答えなさい。（引用文には一部省略したり、書き改めたりしたところがある。）

9ヤ

引用部分は削除しています。

【設問】

(1)下線部①を日本語になおしなさい。

(2)女優の向里祐香氏が、歴史ドラマ『SHOGUN将軍』の撮影時、いつも以上に自己批判的になっていた理

由は何か。本文にそくして日本語で説明しなさい。

(3)下線部②を日本語になおしなさい。

(4)俳優業に関して、向里氏は文中で何を「日本での大きな問題のひとつ」と述べているか。本文にそくして

日本語で説明しなさい。

(5)下線部③を日本語になおしなさい。

（次頁へつづく）



II.次の英文は、 2025年6月6日付の TheJapan Times alpha紙に掲載された記事である。この文章を読んで、
以下の設問に答えなさい。

引用部分は削除しています。

9ヤ

【設問】

(6)下線部④を日本語になおしなさい。

(7)前後の文章をよく読み、Itの内容が具体的にわかるように、下線部⑤を日本語になおしなさい。なお、文

中のAIとはartificialintelligenceの略記である。

(8)文中で、「メディアやソフトウェア、金融関連業の職も変革の最前線にある」と考えられている理由は何か。

本文にそくして日本語で説明しなさい。


